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「
コ
ウ
ヤ
」
と
い
う
地
名
は
、「
荒

地
を
新
た
に
興
す
」
と
の
解
釈
か

ら
中
世
末
か
ら
近
世
初
め
に
開
墾

さ
れ
た
土
地
や
集
落
に
付
け
ら
れ
、

「
高
野
」「
荒
野
」「
興
野
」
な
ど
と

表
記
さ
れ
る
と
い
い
ま
す
。

　

国
道
１
２
６
号
線
飯
倉
交
差
点

を
南
に
県
道
45
号
線
を
下
る
と
、

高
野
区
の
「
笹
曽
根
」「
中
高
野
」

「
戸
田
」
の
３
つ
の
集
落
が
あ
り

ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
初
め
に
高
野
村
の

村
域
、
村
名
や
支
配
者
が
決
ま
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
少
な
い

資
料
を
た
ど
り
ま
す
と
、
集
落
名

が
村
名
と
混
在
し
て
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

笹
曽
根
集
落
の

会
所
と
小
堂
の
あ

る
場
所
が
、
１
７

９
５
年
の
記
録
に

「
笹
曽
根
村
　

寛

寿
院
」
と
書
か
れ

た
寺
跡
と
み
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
隣

の
八
坂
神
社
の
１

８
５
７
年
に
奉
納

さ
れ
た
手
洗
石
に

も
「
笹
曽
根
郷
」
と
あ
り
ま
す
。

　

戸
田
集
落
に
は
薬
師
堂
が
あ
り
、

１
７
９
５
年
の
記
録
に
は
「
戸
田

村
修
徳
院
」
と
あ
り
、
稲
荷
神
社

近
く
の
１
７
８
２
年
の
庚
申
塔
に

も
「
戸
田
村
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

笹
曽
根
と
戸
田
の
両
集
落
の
中

間
に
あ
る
の
が
「
中
高
野
」
集
落

で
す
。
中
高
野
と
い
う
の
は
通
称

名
で
、
小
字
名
は
東
で
す
。
こ
れ

に
隣
接
し
て
現
在
は
橫
芝
光
町
域

の
行
政
区
と
し
て
「
西
高
野
」
区

が
あ
り
ま
す
。
中
高
野
と
西
高

野
双
方
に
寺
跡
が
あ
り
、
１
７
９

５
年
の
記
録
に
あ
る
「
高
野
村
　

東
光
寺
」
が
ど
ち
ら
な
の
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
。

　

40
年
ほ
ど
前
か
ら
疑
問
に
感
じ

て
い
た
こ
と
は
、
西
高
野
が
江
戸

時
代
に
は
高
野
村
に
含
ま
れ
、
明

治
の
い
つ
の
時
か
に
分
村
し
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

明
治
22
年
（
１
８
８
９
年
）
の

最
初
の
町
村
合
併
の
際
に
、
現
在

の
県
道
45
号
線
を
境
に
分
村
し
た

の
で
は
な
い
か
と
の
想
定
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
合
併
し
て

新
村
と
な
っ
た
須
賀
村
と
東
陽
村

（
現
在
は
横
芝
光
町
）
の
当
時
の

記
録
を
調
べ
て
も
判
明
し
ま
せ
ん
。

西
高
野
が
江
戸
時
代
か
ら
宮
川
村

に
含
ま
れ
て
い
た
と
も
考
え
に
く

く
、
県
道
の
敷
設
が
分
村
の
き
っ

か
け
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

西
高
野
・
共
同
墓
地
側
に
あ
る

１
７
８
８
年
に
造
立
さ
れ
た
庚
申

塔
に
は
「
高
野
村
」
と
あ
り
、
３

人
の
世
話
人
の
名
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
区
内
に
残
る
10
数
基
の
江

戸
時
代
の
石
造
物
の
う
ち
解
明
の

手
が
か
り
は
こ
れ
と
、
中
高
野
、

西
高
野
の
両
集
落
を
さ
す
と
み
ら

れ
る
「
両
郷
中
」
と
書
か
れ
た
石

の
宮
だ
け
で
す
。

　

高
野
村
の
分
村
を
先
入
観
を

持
っ
て
考
え
る
こ
と
は
先
走
り
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
い
つ
か
は
な

ぞ
を
解
き
た
い
も
の
で
す
。
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正
月
の
角
帶
箍
の
ご
と
く
巻
き 

八
日
市
場
イ
　

菅
谷
た
け
し

陽
を
受
け
て
花
の
ご
と
く
に
初
雀 

若
潮
町
　
　
　

光
瀨
甲
江
子

一
膳
の
七
草
粥
に
野
の
息
吹 

横
須
賀
　
　
　

岩
井
　

や
す

健
康
な
文
字
踊
ら
せ
て
初
硯 

横
須
賀
　
　
　

吉
野
　

ヨ
シ

梵
鐘
の
余
韻
の
ま
ま
に
初
詣 

大
　

浦
　
　
　

江
波
戸
廣
子

初
孫
に
優
る
も
の
な
し
宝
ぶ
ね 

上
谷
中
　
　
　

伊
橋
　

勝
利

傘
寿
わ
れ
お
せ
ち
は
腕
に
覚
え
あ
り 

栢
　

田
　
　
　

伊
藤
　

定
子

春
時
雨
急
い
で
海
ま
で
歩
こ
う
か 

堀
　

川
　
　
　

高
野
　
　

操

初
俳
句
会
の
笑
顔
に
よ
き
年
を 

栢
　

田
　
　
　

加
瀬
　

潔
子

新
調
の
服
ぎ
こ
ち
な
い
初
詣 

長
　

谷
　
　
　

石
毛
惣
一
郎

新
年
の
誓
い
い
つ
で
も
今
年
こ
そ 

飯
　

高
　
　
　

林
　

サ
ダ
子

政
権
が
代
わ
り
新
た
な
道
期
待 

八
日
市
場
ホ
　

菱
木
　

静
枝

あ
た
ら
し
い
風
も
吹
く
だ
ろ
う
新
政
治 

八
日
市
場
ホ
　

鎌
形
ミ
ツ
江

整
形
医
嗤
い
が
止
ま
ら
な
い
長
寿 

八
日
市
場
イ
　

河
野
十
九
人

父
祖
の
地
の
墓
城
に
立
っ
て
初
日
の
出 

春
　

海
　
　
　

久
米
　

喃
喋

待
っ
て
い
た
孫
誕
生
に
湧
く
家
族 

八
日
市
場
イ
　

常
世
田
や
す
子

故
郷
を
捨
て
て
羽
撃
く
満
二
十
歳 

八
日
市
場
イ
　

鈴
木
十
世
志

投
票
所
必
ず
置
く
べ
き
車
椅
子 

川
　

辺
　
　
　

加
瀬
き
よ
子

西高野の庚申塔
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